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| 実施 してお り ， こ れ ま でに得られた結果や勝での円引 ヒ ヨ ド リ ・ カ ラ ス ( 愛媛県) | 策について簡単に紹介す る o i 

; | 
! ま ず ヒ ヨ ド リ の時期別の同一査 した + 

山 ら すM 愛媛県内で観察 さ れ る ヒ ヨ ド リ の数は， 4 月 中旬~9 3(愛媛県立果樹試験場 池内 温) 月 末 ま では非常に少な いが， 10 月 に入 る と 数十~数 ;+ 
t r ヒ ヨ ド リ が伊予柑圏 に 入 っ て果実 を っ つ い て い 百羽の群れが飛来 し て 急激 に密度が高 ま り ， そ の後 4 t 
+ る 。j ， r 100 羽程の ヒ ヨ ド リ の群れが清見闘に 入 っ て 月始め ま で密度の高い状態が続 く 。 さ ら に ， ヒ ヨ ド リ +
A 果実が全部つ つかれた。j ， 1996 年度の こ と であ っ た。 に よ る カ ン キ ツ の被害は， 10 月 の極早生 ウ ン シ ュ ウ 4i 鳥類に よ る収穫物の被害は， 以前か ら カ ンキ ツだけで から始ま り 3 月 の清見 ま で続 く が， ヒ ヨ ド リ の密度が ;
; な く 落葉果樹や野菜な どでも 見 ら れていた。 被害程度 高い時期 と カ ン キ ツ の被害発生時期はほぼ一致 し て い ;
f は年に よ り 差は あ る も のの， 1990 年度 ご ろ か ら は隔 る 。 t
+ 年で被害の多い年 と 少ない年を繰 り 返 し て い る よ う で 今回試験を実施 し た 三崎町は， 3 月 に収穫す る 4清 +
品 あ る 。 なかで も 1996 年度は， こ れ ま でに な い甚大な 見' の栽培が盛んな地域であ る。 通常， こ の地域の果 4
1 被害を受けた年であ っ た。 樹圏内では， 12 月 ご ろ ま で被害が 目 立た な いが， 12 ;
; 近年， カ ンキ ツ 園では， 高品質果実生産 と して越冬 月下旬�1 月 中旬 ご ろ に な る と 100 羽かそれ以上の群 ;
; 完熟栽培や， 3 月 ごろ に収穫する 品種への更新な どに れが入る よ う にな り ， 甚大な被害が発生す る 。 こ れ ま ;
+ よ り ， こ れ ま で雑木の木の実がな か っ た 1 月 以降に での観察では， 甚大な被害が発生し始め る 時期は， ネ +
A も ， 餌 と な り 得る果実が残る よ う に な っ た。 こ れ ら の ズ ミ モチの実がな く な る時期 と ほぼ一致す る傾向が見 4
j 果実でヒ ヨ ド リ の被害が目立つ よ う に な っ て い る よ う られる こ と か ら ， 被害発生の予測にネ ズ ミ モ チ の結実 ;
; に思う 。 こ れ ら の果実は単価がよ い こ と か ら ， 被害果 状況が使え そ う であ る 。 ただし ， 植生が異 な る 地域で i
f 率が数%であ っ て も 高額になる 。 ま た ， 園地や年次に は， 他の植物を観察 し な ければな ら な い と 考 え ら れ f
+ よ っ て は収穫量が激減する 程の被害にな る こ と があ る る 。 t
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こ う し た 実状 を う け， 本 県 で は， 1叩99肝7 年度か ら 3 いわれて い る た め， 刺激を組み合わせた機器で試験し +
ケ 年の計計-函で国の補助を受けて r1Jカか3んき つ鳥害防止シ た。 防鳥機は， ①複数の ヒ ヨ ド リ のデ ィ ス ト レス コ ー ;

;
ス テ ム確立一 一一樹繍場 病 一 一 一 を利用 した機器 ② ヒ ;
害虫防除所) j に取 り 組む こ と と な っ た。 現地調査で ヨ ド リ と カ ラ ス の DC を利用 した機器， ③数種類の鳥
あ る こ と か ら ， 農協， 普及セ ン タ ー に も 協力を得る こ の音声を重ねた音 と 鳥の模型が回転する機器， ④爆発 Z

f と と なっ た。 音 と 目玉模様を利用 した機器， を用いたo f i 1 被害防止対策の実施状況 ま ず， 場内の前台 に自付 けた野外個体を対象に試験 j
+ 現在， 主に ヒ ヨ ド リ の被害防止 を 目 的 と した試験を したが， ヒ ヨ ド リ に対す る追い払い効果は思 っ て いた +
品 よ り 低 く ， 効果があ っ て も 処理当 日 ぐ ら いであ っ た。 +
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; カ ラ ス に対 し て③の機器を試験 し た と こ ろ ， 1 週間は 鶴趨麟韓盤纏翠盤機確感遊離醤欝 ; 
; 全 く 被害がな く ， 機器を取 り 除いた後も しばら く の間 臨彊由開臓機櫨鋭機必灘輔蝉瞳盤 ? 
+ は戻 ら ず， 非常に有効であ っ た。 カ ラ ス の よ う に笹戒 躍輔睡ID圏臨蓮藩鐘磁器醤盤盤演抑欝唱彊圃置盟国腫 T 
4 心が強い鳥は， 防除機器で追い払いが可能な よ う に思 彊醸盤覇軍F悩磯繍醸す 種選恥』麗覇瞳聾韓議 + 期盟慰機l1'0 11耕輔磁調齢 広務�... 磁輯量輸 + ; えた。 蝿幽間関理\ V欝輯鞠 +; さ ら に 献 圃圃E河蛮電彰F 暫埼努幣富葱量 ， 欝窺騒態I + 

を行つ た。 ヒ ヨ ド リ の群れが入つ た園地で①の機器を 襲懸櫨璽騒弘弘よ 轟難欝験恥 噂喜: 〆一ぺi喜繍翠罷語髄譲
f 作動 さ せ た と こ ろ ， 最初の音が鳴 る と 60 羽前後の ヒ ' 事謹毅繋亀島轟欝罷娯震機綴薄軽議描鍾溢墨盟臨麗 寺普 υ�i�"H?AiJ額置畿総樋軍慰毅畿線醤総務機遜窓辺療察鶏狙置覆聖護 + + ヨ ド リ が一斉に飛び去っ た。 こ の|瞬間は， 実に胸のす 謡愛議畿電量置量密撞踏襲撃璽襲撃量理藤纏欝護霊覇欝鶏 + + 種田際怒沼緬臨罷事由温踏峰滋鐙懇溢事務緩議鱗i滋溢遜喫盛溢盤藍 + 4 く 一幕であ っ た。 し か し， 20�30 分後に戻 り 始め， 1 種論説麟鯛髄蹴鱒臨遊撃君臨盤麟 + + 圃融a闘園田園蹴ー一一州…一一一明唱醐田園田蹴幽 + 
; 時間後に は最初に いた数』こ戻っ て し ま っ た。 早々 と ウ ー ト J に よ る 清見' !L被害 ; ; ソ を見破 り 慣れ' て し ま う 状況を 目 の当た り に して， + 
+ 追い払いの難 し さ を感 じ さ せ ら れた。 5 倍 と 高価で果面がやや汚れ気味 と な る 。 こ の点 を ク f
+ 奥覚刺激を利用 した方法 と し て， 嫌がる と考え られ リ アでき れば有効な手段 と な る のではないか と 思われ +
4 る匂い (思避剤な ど) を果樹園内に漂わせ追い払う 方 る 。 4
3 法があ る 。 ま ず， 木酢液が果樹園で効果があ る と 言わ 一部の園地では， 防鳥網を設置 して い る 。 設置園で i
f れて いた こ と か ら ， 試験場内の餌台 を使っ て ヒ ヨ ド リ は鳥害を受けないが， 網 目 が 20 mm 以下でな い と ヒ T
+ に対する 思避効果を 2 月 と 4 月 に試験 したが， 両時期 ヨ ド リ が入る こ と があ る 。 風が強い園や急傾斜地園で す
+ と も効果はほ と ん ど見 ら れなかっ た。 他の思避剤につ は設置が困難な こ と や少 し耐久力の強い も の を設置す +
; いて も試験したが， 効果は ほ と ん ど見 ら れなかった。 る と 費用 が 50 万円/10 a 以上必要 と な り ， 経済的な ;
; 荒業ではあ る が， 網室内で餌 (市販の鳥の餌) に思 負担が大 き いのが欠点であ る 。 ; + 避剤を浸した試験では， 明 ら かな摂食忌避効果が見 ら 2 今後の取 り 組み + 

+ j れたo し か し， 食べ物に薬剤を直接浸す こ と か ら安全 農作物町る鳥害叫も 大 き な問題 と な る であ f
性な どの点で実用化は当分先か困難であ ろ う 。 ろ う 。 農家が経済栽培を行 う 限 り ， 何 ら かの方法で被 +
; ーカ ら ヒ ヨ ド リ に対 し て は ー ーな く て は な 山 一 … ;

覚， I奥覚への刺激では慣れが早 く 追い払い はかな り 困 立 さ れて いないが， 当面は， 防鳥機器で運良 く 追い払
難ではないか と 感 じ さ せ ら れた。 なお， 味覚刺激につ う こ と がで き る こ と も あ る ので， い く つかの有効な刺 ?

? いて は今後の検討課題であ る 。 激を組み合わせて慣れを遅 ら せ る 方法を検討 し ながら +
+ 磁石に よ る追い払い試験を網室内で実施したが， 効 利用す る の も一つの方法であ ろ う 。 た だ し， 鳥 も命を +
; 泉はほ と ん ど見 られなか っ た。 ま た ， 野外で天敵模型 懸けて餌を食べて い る こ と か ら ， 慣れが生 じて く る こ ;
; ( フ ク ロ ウ ) を提示 し た 試験では， 被害が少な く な っ と は間違いない し， 追い払いの方法では被害園が移動 i
f たが， さ ら に検討の必要があ る 。 す る だけで産地全体で見る と根本的な対策ではない と f
f 清見は， 果実品質の向上や鳥害防止などの目的で， 考え られる 。 守
+ 11 月 下旬 ご ろ か ら 収穫期 ま で紙袋 (茶色) ま た は サ 銃器等に よ る駆除は， 申請すれば可能であ る が， 民 4
4 ンテ (ポ リ エス テ ル製) で果実を被覆して栽培 してい 家が近す ぎて銃を使用で き ない と か， 銃で撃っ て も 当 ;
; る 。 そ こ で， 果実袋の色や形質の違い と 被害防止効果 た り に く く 数が減 ら な い と い う 話を 聞 く 。 ま た ， 鳥 ;
; について検討 した と 乙 ろ ， 被害は赤， 白で多 く ， 緑で は， 農作物を食害す る が害虫を食べて く れる益鳥で も ;
す 非常に少なかった。 し か し， 緑は ， 着色前の果実に被 あ る こ と か ら ， 徹底的に駆除す る の は得策ではない と +戸山 ， 他の色町賊色がやや低い と い う 問題 い う 意見 けいo j 点が残っ た。 ま た ， サ ン テ は， 紙袋に比べ明 らかに被 しかし ， 将来的 に は， 被害を農家に と っ て の許容範
; 害が少な く 被害防止効果が優れた。 囲内に抑え る よ う な個体数管理についての検討 も 必要 ;
; サ ンテ は， 果実への取 り 付 けが簡単で丈夫なため数 ではないか と 感 じ る 。 ; 
; 年使 う こ と ができ る 。 し か し， 紙袋に比べ， 単価が約 + 
し++++++++++++++中争中++半半半+++中++++++++++++++++++++++++++++++++++�
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